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学校評価の結果について ～子どもたちのよりよい成長をめざして～  

 

１２月に、本校職員による自己評価、児童アンケート（４年生以上）、そして保護者の皆様に

ご協力いただいた「保護者アンケート」を行いました。２月にはその評価結果について、学校

評議員、ＰＴＡ役員、町内会役員による学校関係者評価を行いました。  

 学校では、今年度の学校評価の結果を参考にしながら、子どもにとってより価値があり、実

効ある教育活動を目指し、新年度の学校づくりに活かしていきます。今後もお気づきの点があ

りましたら、ご一報いただければ幸いです。ご協力ありがとうございました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 各項目は、①(できている)→４、②(概ねできている)→３、③(不十分なところがある)→２、④(できていない)→１ 

として計算した平均で表しています。 

出会い ふれ合い 学び合い 心が通う 明野小  

 

 

 

 

学びのキーワード～元気 （げんき）・本気 （ほんき）・根気 （こんき）・勇気 （ゆうき）～ 
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H27 学校評価 学校・児童・保護者 共通項目

学校 児童 保護者
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「保護者アンケート」自由記述欄から 

保護者アンケートへのご協力ありがとうございました。今回は３２７名の方から回答をいた

だきました。回答率は８８％で、昨年度より５％上昇しました。自由記述欄にも貴重なご意見

をありがとうございました。 

 

主な感想やご意見 次年度の方向性(対応及び改善策等） 

・子どもが毎日楽しく学校生活を過ごして

いることがわかる。安心して学校に通わ

せることができている。 

○ありがとうございます。今後とも、子ども達に「で

きる」楽しさを味わわせると共に、苦難を乗り越え

る逞しさを育んでいきたいと考えています。 

・うちガクをきっかけに自分で勉強する楽

しさが身についてきている。 

○学習の定着のためにうちガクは欠かせません。子ど

も達を励ましながら続けていきます。 

・うちガクへの取り組みが不十分である。

厳しく声かけをお願いしたい。 

○子ども達が主体的に取り組むようになるまで、粘り

強く、啓発していきます。家庭の協力も継続的にお

願いします。 

・宿題も継続して出してもらいたい。 ○発達段階に合わせて、宿題も継続していきます。 

 

・きめ細やかな対応を今後も続けてもらい

たい。 

○子ども一人一人の個性を掴み、子ども達の得意なこ

とを更に伸ばし、不得意なことを減らす努力をして

いきます。ご家庭での協力をお願い致します。 

・長期休業中の学習会は今後も続けてほし

い。 

○今後も続けていきます。 

・子どもの言葉遣いについて指導強化を望

む。 

○言葉の乱れが、大変気になります。いろいろなこと

に影響されやすい年代ですから、良いこと・悪いこ

との判断ができる子ども達を育成するために、教師

自ら襟を正して指導して参ります。 

・指導の統一化を図ってほしい。 ○教職員全員で明野小学校すべての児童を育てる意

識をもち、担任を中心に全教職員で子ども達のよさ

や可能性を伸ばす指導に努めています。また、指導

内容に差が生じないよう、特に生活指導面は統一化

を図ってきましたが、今後も子ども達が迷わないよ

う連携を努めて参ります。 

・休み時間等の児童間の行動をもっと見守

ってほしい。 

○休み時間等、目の行き届かないところが出てきま

す。子ども達自身が思いやりのある言動を行うこと

ができるよう、あらゆる機会を通じ指導して参りま

す。また、できるだけ子ども達と接し、安心な学校

づくりをして参ります。 

・児童間のいさかいへの対応の早さに感謝

する。 

○今後とも、組織だって対応して参ります。 

・同学年での授業進度のずれがある。 ○授業進度のずれを極力なくするために、学級間で話

し合っています。お気づきの点がありましたら、す

ぐに担任にお知らせ下さい。 
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・保護者が参加できる機会を増やしてほし

い。いじめ防止にも繋がる。 

○学校では、参観日、様々な行事などを通して、学校

での子ども達の成長の様子を見ていただく機会を

計画的に設定しています。学校は一年通して開放し

ていますのでいつでも足をお運びください。また、

ＰＴＡ業務などで来校されたときも、お時間があり

ましたら気軽に学級の様子をご覧ください。 

・挨拶運動の強化を願う。 ○挨拶は基本的な礼儀、そしてコミュニケーションの

入口です。教職員自ら積極的に挨拶をし、子ども達

に範を示していきます。 

・ホームページの更新を早めてほしい。 ○ホームページは情報発信手段として、大変有効のも

とと認識していますので、定期的な更新に努めま

す。 

・臨時休校が多くなってきている。理由を

知りたい。 

○臨時休業については、児童生徒の安全確保を最優先

に考え、平成２６年度に教育委員会と小学校長会･

中学校長会での協議によって定められた基準(規準

については、保護者に配付済み）をもとに対応して

います。例年、複数回の臨時休業が行われています

が、各学校では、教育活動の見直し等を行い、標準

の授業時数を十分に確保できる様計画を立ててい

ます。 

・参観日での駐車場としてグラウンドを使

用させてほしい。 

○学校の駐車スペースには限りがあります。また、グ

ラウンドへの駐車は、体育の授業に支障をきたすた

めできません。明野中学校の駐車場をお借りするな

ど、学校としても配慮いたしますが、これまで同様、

できるだけ徒歩での来校をお願いいたします。 

・異学年の交流を増やしてほしい。 ○各学年･学級では、「好ましい人間関係づくり」に向

けて、休み時間の過ごし方についても、学校として

のルールを踏まえて、学年･学級で工夫しながら取

り組んでいます。また、児童会の各委員会でも、全

校児童がかかわりあい、ふれあえる活動を創意工夫

し、行っています。 

・図書室利用の指導強化。 ○図書コーナーの貸出数は、昨年度に比べて増えてき

ています。今後も、図書担当教員や児童会の図書委

員会が中心となり、図書ボランティアの方のお力も

借りながら、読書活動の充実を図っていきます。 

・外国語活動の強化。 ○数年前から英語の堪能な地域の方に来て頂いて、授

業を行っています。さらに、今年度から小学校担当

のカナダ出身のＡＬＴが配置され、今年度は３学期

から、５・６年生だけではなく全学級で外国語に触

れる活動を行っています。次年度以降も継続して行

っていきたいと考えています。 

・欠席の連絡を FAX でできないか。 ○事前に連絡できる場合や兄弟姉妹･近所のお子さん

にお願いできる場合は、連絡カードや連絡帳等での

お知らせをお願いしています。急を要する場合やお

願いできる方がいない場合は、電話連絡でかまいま

せんので、必ず連絡をお願いします。ただし、学校

は回線が限られていますので、つながるまでに時間

を要することがあることをご了承ください。FAX

は回線が１つしかありませんのでご遠慮下さい。 
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・小中の連携を密にしてほしい。 ○小中学校間の連携は、一貫性のある連続した指導を

行うためにも大切なことです。また、小学校卒業に

当たって、中学校との綿密な引継ぎを例年行ってい

ます。 

・幼保・地域・高齢者等との積極的な交流

を。 

○生活科や総合的な学習の時間、道徳などで、異年齢

交流や福祉などに関する学習を行っています。次年

度は「世代間交流」として市の長生大学の方との交

流を予定しています。 

・児童の安全確保のために集団登校を取り

入れられないか。 

○集団登校については、①人数が多いグループを形成

すると、交通上危険となる場合もある、②集合時間

に遅刻する子がいたり、欠席の連絡が無いなどで、

来るまで待ち続けて登校時間に遅れる場合がある、

③実施に当たってＰＴＡや地域の協力が必要など

の課題が考えられ、当面、実施は難しいと考えます。 

・柳町方面での一斉下校のあり方を検討し

てほしい。 

○非常時の対応として今年度から一斉下校という形

で学期１回ずつ行いました。実施後には反省を行

い、子どもたちが安全に下校できるよう改善をして

います。今後も見直しを重ねていきます。 

・運動会の種目の妥当性。 ○現在の児童数、学級数等から種目数は概ね妥当と考

えています。種目の内容については、今後も工夫し

ていきます。 

・身体を動かす機会の増加。 ○学校では、体育の授業、休み時間、体育的な行事な

ど、多様な機会を通して、子ども達の運動の習慣化

に向けて取組を行っています。次年度も、計画的に

体力づくりを進めていきます。 

・マラソン大会の是非。 ○マラソン記録会は、体力づくりをねらいとして、一

人一人の体力に応じて継続的に取組を行った成果

を発表する場です。今年度の体力テストの結果から

も、その成果が現れてきていますので、今後も取り

組んでいきたいと考えています。 

・遠足のおやつの是非。 ○修学旅行、見学学習、遠足などの行事は学習の一環

で学校での授業と同じです。ですから、明野小では

「おやつなし」で行っています。 

・PTA 活動の見直し。 ○ＰＴＡ活動につきましては、現在の活動状況を踏ま

え、前年度の活動にとらわれることなく、会員自身、

また子ども達のためになる活動を委員会ごとに検

討していただきたいと思います。 

・職業訓練的な学習を導入してはいかが

か。 

○発達段階を踏まえてキャリア教育の充実を図りま

す。 

・明野ふれあいタウンの復活を期待する。 ○詳しくは、２月の学校だよりをお読みください。子

ども達の学力向上のためには、授業時数の確保と教

師の授業力の向上が欠かせません。また、落ち着い

た学校生活を送るためにも行事の精選が欠かせま

せん。子どもの主体的な活動は、各教科や総合的な

学習の時間、様々な教育活動で実践していきます。 

 


